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＜経緯・目的＞
75歳に到達すると、国民健康保険制度から後期高齢者保健制度に移行することで、保険事業の実施
主体が市町村から後期高齢者医療連合に移り、74歳までの国保保険事業と75歳以上の高齢者保険
事業が適切に継続されてこなかったといった課題がありました。

市は住民に身近な立場で、きめ細やかな住民サービスを提供し、高齢者の心身の特性に応じた保険
事業を進める役割を担っています。令和2年4月から高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施の仕
組みが導入され、介護保険や国民保険の保険者としての保健事業等と連携して取り組むことになりま
した。

＜湖西市の取り組み状況＞
湖西市では、健診や医療、介護に関するデータ等の分析を保険年金課・健康増進課・高齢者福祉課の
3課合同で行っています。後期高齢者のレセプトや医療費等のデータを分析し、湖西市の健康課題を
抽出し、チラシを作成しました。

個別的支援（ハイリスクアプローチ）や、健診も医療機関も受診しておらず要介護認定等受けていない
健康状態不明者や、治療の中断等のため保険者において健康状態を把握できていない高齢者への
健康支援を健康増進課が行っています。

通いの場等への積極的な関与等（ポピュレーションアプローチ）を高齢者福祉課が行っています。

「湖西市ウェブサイト『高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業について』より」

9月12日、利木の集落センターで開かれた
敬老の日の集いで、高齢者福祉課の保健師
による「 ACP出前講座 」が行われました。
参加者は自分の思いや希望を大切な人と
伝え合うことの大切さを学び、実際に
「 人生会議手帳 」を記入しながら講座に
参加されました。「 これからの暮らしをより
安心して過ごすためのきっかけとなった 」
と話されていました。

１０月中旬頃に各事業所に、アンケートを送付しますので、10月31日までに返送下さい。



◎認知症の方とそのご家族、地域住民が交流できる場所◎

認知症カフェは認知症の理解を深め、交流を通じて精神的な

サポートを提供する場として、地域で重要な役割を果たして

います。専門職と地域住民が直接触れ合うことで認知症に

関する誤解や偏見を減らし、安心して暮らせる地域づくりを進め

ることができます。

専門職の皆様にはぜひ認知症カフェを利用し、また市民にも

積極的に紹介していただけたらと思います。認知症に対する

理解を深め、地域の支援ネットワークを強化するために、一人

でも多くの方にご案内いただければ幸いです。

＊ひまわりカフェ 川尻＊ ＊ひまわりカフェ 鷲津＊
日時： 第３木曜日／月 14：00～16：00 日時： 第３水曜日／月 10:00～11：15頃
会場： 川尻公会堂 会場： ひまわり広場

※詳細・参加希望等＜問い合わせ先＞湖西市地域包括支援センター恵翔苑 ☎053-595-1114

より多くの専門職が正確にＡＣＰを理解できるように、ＡＣＰの開始
時期や適切な言葉のかけ方などに焦点をあてた研修を開催します。

日時：令和７年１０月２２日（水）18:30～20：30

場所：湖西市健康福祉センター ３階 研修室 （ＷＥＢ配信併用）

講師：聖隷三方原病院 がんサポートセンター長 森雅紀 氏

テーマ：ＡＣＰ（アドバンス・ケア・プランニング）の重要性と実践

対象：市内専門職

＜会場参加＞ 定員：７０名

申込み：下記のＵＲＬもしくはＱＲコードより申込み
ＵＲＬ：https://logoform.jp/f/938uG (1名ずつの申し込み) 締切：10月15日（水）
＜WEB参加＞ 定員：制限なし
・参加申し込みは不要です。
・ご自身の端末にZOOMをインストールし参加してください。
【システム】ZOOM ミーティングID：918 0631 4572 パスワード：059447

【資料】浜名医師会ホームページ⇒「在宅医療・介護連携多職種研修会について」
パスワード：acp1022（研修会当日の午前中までに掲載予定）

主催：浜名医師会 共催：浜名歯科医師会 浜松市薬剤師会 湖西市


